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１
．
災
害
早
期
復

１
．
災
害
早
期
復

旧
会
社
の
誕
生

旧
会
社
の
誕
生

　
―
―
ド
イ
ツ
で
災
害
早
期

復
旧
会
社
ベ
ル
フ
ォ
ア
が
誕

生
し
た
き
っ
か
け
は
。

　
加
藤
　
ド
イ
ツ
は
ご
存
じ

の
よ
う
に
日
本
と
同
じ
貿
易

型
産
業
立
国
で
あ
り
、
機
械

・
自
動
車
・
化
学
・
製
鉄
等

の
モ
ノ
づ
く
り
が
盛
ん
な
国

で
あ
る
。
そ
の
ド
イ
ツ
で
ベ

ル
フ
ォ
ア
の
源
流
の
一
つ
と

な
る
会
社
が
誕
生
し
た
の
は

１
９
７
９
年
で
あ
り
、
電
機

・
機
械
メ
ー
カ
ー
の
シ
ー
メ

ン
ス
（
Ｓ
ｉ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｓ 

Ａ
Ｇ
）
、
保
険
会
社
の
ア
リ

ア
ン
ツ
（
Ａ
ｌ
ｌ
ｉ
ａ
ｎ
ｚ 

Ｓ
Ｅ
）
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
再
保

険
（
Ｍ
ｕ
ｎ
ｉ
ｃ
ｈ 

Ｒ

ｅ
）
が
中
心
と
な
っ
て
設
立

し
た
。
当
初
は
火
災
等
で
被

災
し
た
産
業
機
械
の
修
復
を

手
掛
け
て
い
た
が
、
そ
の

後
、
環
境
問
題
が
高
ま
る
中

で
有
害
物
質
の
処
理
に
も
事

業
を
拡
大
し
た
。
製
造
業
が

多
い
国
で
ベ
ル
フ
ォ
ア
の
よ

う
な
災
害
早
期
復
旧
会
社
が

生
ま
れ
た
の
は
必
然
の
流
れ

で
あ
っ
た
。
今
で
は
ベ
ル
フ

ォ
ア
は
約
57
カ
国
（
拠
点
数

は
約
５
５
０
）
に
展
開
し
、

年
間
約
35
万
件
の
復
旧
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
る
。

　
―
―
ベ
ル
フ
ォ
ア
が
日
本

に
進
出
し
た
経
緯
は
。

　
加
藤
　
ベ
ル
フ
ォ
ア
が
日

本
で
初
め
て
災
害
早
期
復
旧

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
た
の
は
ベ

ル
フ
ォ
ア
ジ
ャ
パ
ン
が
設
立

さ
れ
た
２
年
前
の
２
０
０
２

年
で
、
英
国
の
ク
ル
ー
ズ
船

運
航
会
社
が
日
本
の
造
船
所

で
建
造
中
だ
っ
た
大
型
客
船

が
火
災
に
遭
い
、
英
国
の
ク

ル
ー
ズ
船
運
航
会
社
か
ら
の

依
頼
で
ベ
ル
フ
ォ
ア
が
海
外

か
ら
日
本
に
技
術
者
を
派
遣

し
て
大
型
客
船
の
修
復
作
業

の
支
援
を
行
っ
た
。
こ
の
修

復
作
業
で
の
ベ
ル
フ
ォ
ア
の

働
き
を
知
っ
た
東
京
海
上
日

動
が
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
フ
ォ
ア

本
社
を
訪
ね
、
日
本
で
も
災

害
早
期
復
旧
事
業
を
展
開
す

る
こ
と
を
提
案
し
、
共
同
で

日
本
法
人
を
設
立
し
た
経
緯

に
あ
る
。

２
．
東
京
海
上
日

２
．
東
京
海
上
日

動
と
の
関
係

動
と
の
関
係

　
―
―
ベ
ル
フ
ォ
ア
が
日
本

進
出
に
あ
た
り
協
業
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
東
京
海
上
日
動

を
選
ん
だ
理
由
は
。

　
加
藤
　
前
に
述
べ
た
通
り

ベ
ル
フ
ォ
ア
に
日
本
で
の
事

業
展
開
を
勧
め
て
く
れ
た
の

は
東
京
海
上
日
動
で
あ
る
。

当
時
、
欧
米
と
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
を
中
心
と
し
た
東
南
ア
ジ

ア
で
事
業
を
行
っ
て
い
た
ベ

ル
フ
ォ
ア
に
と
っ
て
日
本
は

未
開
拓
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ

り
、
関
心
は
あ
っ
た
が
進
出

す
る
に
は
一
か
ら
災
害
関
連

マ
ー
ケ
ッ
ト
や
罹
災
し
た
企

業
の
慣
行
を
研
究
す
る
必
要

が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
状
況

の
中
で
多
く
の
企
業
を
顧
客

と
す
る
東
京
海
上
日
動
か
ら

の
オ
フ
ァ
ー
は
ベ
ル
フ
ォ
ア

に
と
っ
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
共
同
で
の
事
業
開
始
を

決
断
し
た
。

　
―
―
ベ
ル
フ
ォ
ア
ジ
ャ
パ

ン
と
東
京
海
上
日
動
と
の
役

割
分
担
は
。

　
加
藤
　
平
時
（
災
害
発
生

前
）
は
、
ベ
ル
フ
ォ
ア
ジ
ャ

パ
ン
と
東
京
海
上
日
動
が
共

同
で
企
業
の
保
険
契
約
者
や

保
険
代
理
店
に
対
し
Ｂ
Ｃ
Ｐ

の
一
環
と
し
て
の
ベ
ル
フ
ォ

ア
の
災
害
早
期
復
旧
サ
ー
ビ

ス
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
企

業
の
災
害
復
旧
担
当
者
や
保

険
代
理
店
を
ベ
ル
フ
ォ
ア
ジ

ャ
パ
ン
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
招
い
て
見
学
会
を
行
っ
た

り
、
共
同
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
た
り
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
有
事
（
災
害
発
生

後
）
に
は
東
京
海
上
日
動
の

保
険
代
理
店
、
営
業
社
員
、

損
害
サ
ー
ビ
ス
部
門
が
被
害

に
遭
わ
れ
た
保
険
契
約
者
に

ベ
ル
フ
ォ
ア
に
よ
る
被
害
調

査
や
復
旧
プ
ロ
セ
ス
で
の
活

用
を
提
案
し
、
実
際
に
ご
要

望
を
頂
い
た
契
約
者
に
ベ
ル

フ
ォ
ア
が
早
期
復
旧
サ
ー
ビ

ス
を
ご
提
供
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
東
京
海
上
日
動

と
は
保
険
商
品
の
面
で
も
連

携
を
図
っ
て
お
り
、
同
社
の

保
険
商
品
に
は
ベ
ル
フ
ォ
ア

の
緊
急
安
定
化
処
置
に
か
か

る
費
用
を
補
償
す
る
特
約

（
通
称
：
ベ
ル
フ
ォ
ア
特

約
）
が
付
帯
さ
れ
て
お
り
、

ベ
ル
フ
ォ
ア
の
ブ
ラ
ン
ド
と

技
術
を
保
険
業
界
に
広
め
る

一
助
と
な
っ
て
い
る
。

３
．
災
害
早
期
復

３
．
災
害
早
期
復

旧
会
社
と
は
ど
ん

旧
会
社
と
は
ど
ん

な
会
社
か

な
会
社
か

　
―
―
日
本
に
は
災
害
早
期

復
旧
に
特
化
し
た
会
社
は
ベ

ル
フ
ォ
ア
グ
ル
ー
プ
以
外
に

な
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
そ

も
そ
も
災
害
早
期
復
旧
会
社

と
は
何
を
す
る
会
社
な
の

か
。

　
加
藤
　
日
本
で
は
例
え
ば

工
場
で
火
災
が
発
生
し
て
機

械
設
備
や
建
物
が
被
災
し
た

場
合
、
機
械
設
備
の
メ
ー
カ

ー
や
建
物
を
建
て
た
建
設
会

社
が
交
換
や
修
復
を
担
う
こ

と
が
多
い
が
、
メ
ー
カ
ー
や

建
設
会
社
は
新
し
い
機
械
や

建
物
を
作
る
こ
と
を
主
な
業

務
と
し
て
お
り
、
一
般
論
と

し
て
被
災
物
の
修
復
に
関
し

特
別
な
経
験
や
技
術
を
持
っ

て
い
な
い
。
一
方
、
わ
れ
わ

れ
災
害
早
期
復
旧
会
社
は
被

災
し
た
機
械
設
備
や
建
物

を
、
い
か
に
し
て
早
く
、
適

切
な
価
格
で
修
復
す
る
こ
と

が
で
き
る
か
を
長
年
研
究
し

て
き
た
歴
史
を
持
っ
て
お

り
、
修
復
技
術
や
必
要
な
機

材
・
資
材
等
を
独
自
に
開
発

す
る
と
と
も
に
、
前
述
の
と

お
り
毎
年
世
界
中
で
数
十
万

件
に
も
上
る
現
場
経
験
を
積

み
重
ね
て
い
る
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
集
団
で
あ
る
。
わ
れ
わ

れ
災
害
早
期
復
旧
会
社
の
強

み
は
企
業
の
災
害
早
期
復
旧

を
支
援
す
る
た
め
の
専
門
技

術
、
特
別
な
プ
ロ
セ
ス
、
経

験
豊
富
な
早
期
復
旧
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
（
人
財
）
で
あ

る
。

　
―
―
ベ
ル
フ
ォ
ア
の
災
害

早
期
復
旧
サ
ー
ビ
ス
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。

　
加
藤
　
ベ
ル
フ
ォ
ア
の
災

害
早
期
復
旧
サ
ー
ビ
ス
は
、

①
現
場
調
査
②
緊
急
安
定
化

③
復
旧
提
案
④
本
格
復
旧
―

で
構
成
さ
れ
る
。
火
災
を
例

に
ご
説
明
す
る
。

　
①
現
場
調
査
：
火
災
に
よ

る
機
械
設
備
や
建
物
に
生
じ

た
燃
焼
や
熱
に
よ
る
損
傷
、

煤
や
消
火
活
動
に
伴
う
汚
染

を
目
視
や
ワ
イ
プ
サ
ン
プ
ル

で
見
分
け
る
と
と
も
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
樹
脂
が
燃
え
た
こ

と
で
発
生
す
る
塩
化
物
イ
オ

ン
に
よ
る
汚
染
を
独
自
に
開

発
し
た
調
査
技
術
に
よ
り
可

視
化
し
て
「
汚
染
マ
ッ
プ
」

を
作
成
す
る
。

　
②
緊
急
安
定
化
：
被
災
エ

リ
ア
に
あ
る
機
械
設
備
等

に
、
鎮
火
後
の
腐
食
に
よ
る

二
次
被
害
の
進
行
を
抑
止
す

る
た
め
の
処
置
を
行
い
、
お

客
さ
ま
が
復
旧
方
針
を
検
討

す
る
た
め
の
時
間
を
確
保
す

る
。

　
③
復
旧
提
案
：
お
客
さ
ま

の
復
旧
方
針
（
エ
リ
ア
や
機

械
設
備
の
優
先
順
位
等
）
や

ご
要
望
を
伺
い
、
早
期
復
旧

に
向
け
た
選
択
肢
や
復
旧
費

用
等
を
ご
提
案
す
る
。

　
④
本
格
復
旧
：
機
械
設
備

メ
ー
カ
ー
や
建
設
会
社
と
も

協
力
し
て
お
客
さ
ま
の
復
旧

方
針
や
ご
要
望
を
踏
ま
え
て

復
旧
作
業
を
行
う
。

　
こ
れ
ら
①
～
④
の
プ
ロ
セ

ス
は
ベ
ル
フ
ォ
ア
の
長
年
の

経
験
に
基
づ
き
管
理
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

災
害
で
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の

早
期
復
旧
を
実
現
し
て
い
る

（
図
表
１
）
。

４
．
災
害
早
期
復

４
．
災
害
早
期
復

旧
会
社
を
活
用
す

旧
会
社
を
活
用
す

る
メ
リ
ッ
ト

る
メ
リ
ッ
ト

　
―
―
被
災
し
た
企
業
が
機

械
設
備
メ
ー
カ
ー
や
建
設
会

社
と
比
較
し
て
災
害
早
期
復

旧
会
社
を
活
用
す
る
メ
リ
ッ

ト
は
何
か
。

　
加
藤
　
主
に
三
つ
の
メ
リ

加藤社長

東京海上日動とベルフォアの共同セミナー

機械設備の修復

協業20周年のセレモニー（東京海上日動の広瀬
会長とベルフォアヨーロッパのＲoche代表）

被
災
企
業
の
利
用
広
め
る
た
め
、取
り
組
み
強
化

　
世
界
最
大
の
災
害
早
期
復
旧
会
社
ベ
ル
フ
ォ
ア
が
日
本
法
人
ベ
ル
フ
ォ
ア
ジ
ャ
パ

ン
株
式
会
社
を
設
立
し
て
９
月
30
日
で
20
年
を
迎
え
た
。
日
本
企
業
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ

Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の
普
及
と
相
ま
っ
て
、
ベ
ル
フ
ォ
ア
ジ
ャ
パ
ン
に
は
日
々
、

火
災
、
水
災
、
漏
水
、
爆
発
、
薬
物
漏
え
い
等
で
被
害
が
生
じ
た
企
業
か
ら
の
復
旧

相
談
が
絶
え
な
い
。
一
方
で
日
本
で
は
災
害
早
期
復
旧
会
社
の
知
名
度
は
ま
だ
低

く
、
多
く
の
相
談
は
提
携
す
る
東
京
海
上
日
動
や
保
険
代
理
店
を
経
由
し
て
の
も
の

で
あ
る
。
日
本
企
業
が
災
害
時
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
に
は
何
を
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
。
今
日
も
災
害
復
旧
の
第
一
線
で
お
客
さ
ま
の
早
期
復
旧
と
い
う
課
題
と

格
闘
し
て
い
る
ベ
ル
フ
ォ
ア
ジ
ャ
パ
ン
の
加
藤
道
久
社
長
に
日
本
に
お
け
る
災
害
復

旧
の
課
題
と
今
後
を
伺
っ
た
。

ベルフォアジャパン　災害早期復旧会社として設立20年

災害時のレジリエンス確保の課題と今後

（
７
面
へ
つ
づ
く
）

加
藤
道
久
社
長
に
聞
く



（ 7） 2 0 2 4 年（令和 6 年）9 月 3 0 日（月曜日） （第三種郵便物認可）

ッ
ト
が
あ
る
。
ま
ず
強
調
し

た
い
メ
リ
ッ
ト
は
復
旧
時
間

の
短
縮
と
復
旧
費
用
の
削
減

・
適
正
化
で
あ
る
。
製
造
業

の
現
場
に
は
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
の
機
械
設
備
が
多
く
使
用

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が
被

災
し
、
交
換
と
な
る
と
納
期

が
長
く
費
用
も
相
応
の
金
額

に
な
る
が
、
仮
に
ベ
ル
フ
ォ

ア
の
技
術
で
修
復
可
能
で
あ

れ
ば
、
復
旧
時
間
の
短
縮
と

費
用
の
削
減
を
実
現
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
オ

ー
ダ
ー
メ
イ
ド
の
高
圧
盤
は

再
調
達
に
最
低
で
も
約
６
カ

月
、
１
面
あ
た
り
の
費
用
は

３
０
０
～
１
０
０
０
万
円
前

後
の
も
の
が
多
い
が
、
ベ
ル

フ
ォ
ア
の
汚
染
除
去
技
術
で

修
復
が
可
能
な
場
合
、
１
面

あ
た
り
の
期
間
は
２
～
３
週

間
、
費
用
は
１
０
０
～
２
０

０
万
円
前
後
で
あ
る
。

　
加
え
て
災
害
早
期
復
旧
会

社
の
活
用
に
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

実
現
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ

る
。
火
災
や
水
災
で
は
大
量

の
廃
棄
物
が
発
生
す
る
が
、

修
復
可
能
な
も
の
は
修
復
し

て
再
利
用
す
る
こ
と
で
廃
棄

物
削
減
に
貢
献
で
き
る
。

　
―
―
災
害
時
は
早
期
復
旧

が
優
先
さ
れ
、
復
旧
費
用
は

も
と
よ
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
ま
で

思
考
が
及
ば
な
い
と
思
う

が
、
大
切
な
観
点
で
あ
る
と

認
識
し
た
。

　
加
藤
　
欧
米
で
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
の
観
点
か
ら
も
災
害
早
期

復
旧
会
社
が
選
ば
れ
る
こ
と

が
増
え
て
お
り
、
日
本
で
も

サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
社
会
を
創

造
す
る
上
で
の
重
要
な
観
点

と
し
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業

で
あ
る
東
京
海
上
日
動
と
共

に
企
業
や
社
会
の
理
解
を
広

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。５

．
ベ
ル
フ
ォ
ア

５
．
ベ
ル
フ
ォ
ア

の
強
み
は
何
か

の
強
み
は
何
か

　
―
―
ベ
ル
フ
ォ
ア
の
強
み

を
具
体
的
に
挙
げ
る
と
何

か
。

　
加
藤
　
一
つ
目
は
被
災
状

況
に
関
す
る
調
査
力
で
あ

り
、
交
換
が
必
要
な
レ
ベ
ル

の
被
害
が
あ
る
の
か
、
修
復

で
き
る
の
か
等
を
機
械
設
備

や
建
物
ご
と
に
判
定
す
る
。

ま
た
、
火
災
が
鎮
火
し
た
後

で
も
、
現
場
は
余
熱
で
温
度

が
高
く
、
消
火
活
動
の
影
響

で
湿
度
も
高
い
状
態
が
し
ば

ら
く
続
く
が
、
樹
脂
の
燃
焼

で
発
生
し
た
塩
化
物
イ
オ
ン

が
水
分
と
反
応
す
る
と
塩
酸

等
が
発
生
し
て
金
属
性
の
機

械
設
備
に
腐
食
（
錆
）
と
い

う
二
次
被
害
が
発
生
す
る
リ

ス
ク
が
あ
る
。
こ
う
し
た
鎮

火
後
の
リ
ス
ク
の
予
見
は
目

視
だ
け
で
は
判
断
が
困
難
で

あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
ベ
ル
フ

ォ
ア
の
技
術
を
活
用
頂
く
こ

と
で
リ
ス
ク
を
可
視
化

（
「
汚
染
マ
ッ
プ
」
の
ご
提

供
）
し
、
そ
の
後
の
適
切
な

処
置
に
よ
り
早
期
復
旧
に
役

立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
二

つ
目
は
修
復
に
関
す
る
技
術

力
で
あ
る
。
こ
の
点
は
前
に

も
述
べ
た
が
、
わ
れ
わ
れ
ベ

ル
フ
ォ
ア
は
40
年
以
上
に
わ

た
り
修
復
技
術
を
研
究
し
現

場
で
活
用
し
て
き
た
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
集
団
で
あ
り
、
お

客
さ
ま
に
世
界
最
高
レ
ベ
ル

の
災
害
早
期
復
旧
サ
ー
ビ
ス

を
お
届
け
で
き
る
と
確
信
し

て
い
る
。

　
―
―
「
汚
染
マ
ッ
プ
」
に

つ
い
て
詳
し
く
教
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

　
加
藤
　
一
例
と
し
て
工
場

で
火
災
が
発
生
し
、
消
火
活

動
で
全
焼
に
至
ら
ず
鎮
火
し

た
事
例
を
基
に
簡
略
化
し
て

説
明
す
る
。
火
元
周
辺
は
燃

焼
が
激
し
い
も
の
の
火
元
か

ら
距
離
が
離
れ
る
と
燃
焼
は

相
対
的
に
少
な
く
な
り
熱
損

傷
が
み
ら
れ
る
（
Ａ
：
燃
焼

・
熱
損
傷
エ
リ
ア
）
。
ま
た

さ
ら
に
距
離
が
遠
く
な
る
と

燃
焼
や
熱
損
傷
は
な
い
も
の

の
Ｂ
：
煤
や
消
火
水
に
よ
る

汚
染
エ
リ
ア
が
広
が
っ
て
い

る
。
ま
た
、
も
っ
と
距
離
が

遠
く
な
る
と
一
見
し
て
被
害

が
見
ら
れ
な
い
エ
リ
ア
が
あ

る
が
、
ベ
ル
フ
ォ
ア
が
調
査

を
行
う
と
Ｃ
：
塩
化
物
イ
オ

ン
汚
染
エ
リ
ア
と
Ｄ
：
無
被

害
エ
リ
ア
に
分
か
れ
る
。

「
汚
染
マ
ッ
プ
」
は
、
こ
れ

ら
Ａ
～
Ｄ
を
可
視
化
し
て
お

客
さ
ま
に
提
示
す
る
こ
と

で
、
Ａ
：
燃
焼
・
熱
損
傷
エ

リ
ア
は
「
交
換
」
、
Ｂ
：
煤

や
消
火
水
に
よ
る
汚
染
エ
リ

ア
は
「
交
換
」
ま
た
は
「
汚

染
除
去
に
よ
る
修
復
」
、
Ｃ

：
塩
化
物
イ
オ
ン
汚
染
エ
リ

ア
は
「
汚
染
除
去
に
よ
る
二

次
被
害
の
防
止
」
等
、
復
旧

の
基
本
方
針
や
選
択
肢
の
検

討
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
こ

と
が
可
能
で
あ
る
（
図
表

２
）
。

６
．
記
憶
に
最
も

６
．
記
憶
に
最
も

残
っ
て
い
る
災
害

残
っ
て
い
る
災
害

復
旧
復
旧

　
―
―
加
藤
社
長
の
記
憶
に

最
も
残
っ
て
い
る
災
害
復
旧

の
経
験
は
何
か
。

　
加
藤
　
直
近
の
事
例
で
は

２
０
１
９
年
10
月
に
発
生
し

た
令
和
元
年
東
日
本
台
風

（
台
風
19
号
）
で
被
災
し
た

福
島
県
郡
山
市
の
工
業
団
地

で
の
復
旧
経
験
が
挙
げ
ら
れ

る
。
工
業
団
地
で
は
多
く
の

工
場
が
浸
水
被
害
を
受
け
、

提
携
先
の
東
京
海
上
日
動
を

通
じ
て
ベ
ル
フ
ォ
ア
に
多
く

の
復
旧
相
談
が
寄
せ
ら
れ

た
。
大
量
の
復
旧
要
請
に
迅

速
に
応
え
る
た
め
に
ベ
ル
フ

ォ
ア
ジ
ャ
パ
ン
で
は
二
つ
の

方
法
を
選
択
し
た
。
一
つ
目

は
海
外
の
ベ
ル
フ
ォ
ア
グ
ル

ー
プ
か
ら
技
術
者
を
動
員
し

て
ベ
ル
フ
ォ
ア
ジ
ャ
パ
ン
の

技
術
者
と
共
に
お
客
さ
ま
の

工
場
で
機
械
設
備
の
修
復
に

従
事
さ
せ
た
。
機
械
設
備
の

修
復
に
は
教
育
と
訓
練
を
受

け
た
専
門
の
技
術
者
が
必
要

で
あ
る
が
、
ベ
ル
フ
ォ
ア
グ

ル
ー
プ
の
修
復
技
術
は
全
世

界
共
通
で
あ
り
、
広
域
災
害

時
に
は
世
界
中
の
ベ
ル
フ
ォ

ア
技
術
者
の
動
員
が
威
力
を

発
揮
す
る
。

　
二
つ
目
は
同
じ
郡
山
市
内

の
倉
庫
を
借
り
て
臨
時
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
立
ち
上

げ
、
お
客
さ
ま
か
ら
被
災
し

た
金
型
や
電
子
部
品
を
お
預

か
り
し
て
こ
の
臨
時
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
効
率
的
に
修
復

し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
臨

時
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
導

入
に
よ
り
個
別
に
対
応
す
る

よ
り
も
は
る
か
に
効
率
的
に

修
復
作
業
を
行
う
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
。
台
風
19
号
で

の
経
験
は
特
殊
な
ケ
ー
ス
と

い
え
る
が
、
災
害
の
現
場
は

二
つ
と
同
じ
現
場
は
な
く
、

ベ
ル
フ
ォ
ア
の
技
術
者
は
各

々
が
担
当
す
る
罹
災
現
場
で

常
に
お
客
さ
ま
の
早
期
復
旧

の
た
め
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
続

け
て
い
る
。

７
．
日
本
に
お
け

７
．
日
本
に
お
け

る
災
害
時
の
レ
ジ

る
災
害
時
の
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
確
保
の

リ
エ
ン
ス
確
保
の

課
題
は
何
か

課
題
は
何
か

　
―
―
日
本
で
は
毎
年
多
く

の
災
害
が
発
生
し
て
い
る

が
、
ベ
ル
フ
ォ
ア
の
よ
う
な

災
害
早
期
復
旧
会
社
の
活
用

が
進
ん
で
い
な
い
と
聞
く
が

理
由
は
何
か
。

　
加
藤
　
主
に
三
つ
の
理
由

が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
つ
目
は

被
災
し
た
企
業
と
機
械
設
備

メ
ー
カ
ー
や
建
設
会
社
と
の

つ
な
が
り
が
強
固
で
あ
る
こ

と
。
長
年
の
取
引
を
通
じ
て

築
き
上
げ
ら
れ
た
信
頼
関
係

が
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
よ
う

な
災
害
早
期
復
旧
会
社
が
入

り
に
く
い
状
況
が
あ
る
と
感

じ
て
い
る
。
二
つ
目
は
わ
れ

わ
れ
の
努
力
不
足
で
も
あ
る

が
、
ベ
ル
フ
ォ
ア
の
よ
う
な

災
害
早
期
復
旧
会
社
の
知
名

度
（
Ｂ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ
　
ａ
ｗ
ａ

ｒ
ｅ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ
）
が
ま
だ
低

い
こ
と
。
ベ
ル
フ
ォ
ア
に
は

日
々
災
害
復
旧
の
相
談
が
あ

る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
東

京
海
上
日
動
や
保
険
代
理
店

か
ら
の
紹
介
で
あ
る
。
災
害

に
遭
わ
れ
た
お
客
さ
ま
は
復

旧
や
取
引
先
へ
の
対
応
で
多

忙
で
あ
り
、
そ
の
時
に
は
じ

め
て
ベ
ル
フ
ォ
ア
を
ご
紹
介

し
て
も
す
ぐ
に
は
腹
落
ち
し

て
い
た
だ
け
な
い
。
罹
災
直

後
で
あ
れ
ば
修
復
可
能
な
機

械
設
備
で
も
時
間
の
経
過
と

共
に
腐
食
（
錆
）
に
よ
る
二

次
被
害
が
広
が
っ
て
は
手
遅

れ
と
な
る
。
平
時
か
ら
ベ
ル

フ
ォ
ア
を
よ
り
多
く
の
企
業

に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

欠
か
せ
な
い
。
三
つ
目
は
な

い
も
の
ね
だ
り
で
は
あ
る

が
、
欧
米
と
の
比
較
で
は
企

業
内
に
専
門
職
と
し
て
の
リ

ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
が
ま
だ
少

な
い
こ
と
が
日
本
の
特
徴
と

し
て
あ
げ
ら
れ
る
。

　
―
―
こ
れ
ら
の
課
題
の
解

決
方
法
は
何
か
。

　
加
藤
　
ベ
ル
フ
ォ
ア
ジ
ャ

パ
ン
が
設
立
さ
れ
20
年
が
経

過
し
た
が
、
日
本
に
お
け
る

災
害
早
期
復
旧
会
社
の
活
用

は
ま
だ
ま
だ
進
ん
で
い
な

い
。
こ
れ
を
劇
的
に
改
善
す

る
カ
ン
フ
ル
薬
が
あ
る
と
は

思
え
な
い
が
、
基
本
的
に
は

Ｂ
Ｃ
Ｐ
や
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
思
い
を
同
じ
く

す
る
業
界
と
一
緒
に
な
っ

て
、
お
客
さ
ま
に
災
害
早
期

復
旧
会
社
の
活
用
を
広
げ
る

活
動
を
地
道
に
行
う
こ
と
だ

と
考
え
て
い
る
。
特
に
保
険

ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ
る
損
害
保

険
会
社
、
保
険
代
理
店
、
鑑

定
人
、
そ
し
て
企
業
の
リ
ス

ク
マ
ネ
ー
ジ
ャ
の
皆
さ
ま
と

一
体
と
な
っ
た
活
動
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
強
化
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
日
本

企
業
の
災
害
対
応
力
を
世
界

最
高
レ
ベ
ル
に
高
め
る
た
め

に
、
保
険
ビ
ジ
ネ
ス
に
携
わ

る
す
べ
て
の
関
係
者
の
皆
さ

ま
に
引
き
続
き
絶
大
な
る
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
る
。

図表１ 早期復旧プロセス

図表２ 汚染マップ

建物の汚染除去

日
本
の
災
害
対
応
力
を
世
界
最
高
レ
ベ
ル
に

（
６
面
か
ら
つ
づ
く
）


